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審査事件 

議案第２号 令和３年度米子市一般会計補正予算（補正第１３回）     ［原案可決］ 

議案第３号 令和３年度米子市下水道事業会計補正予算（補正第３回）   ［原案可決］ 
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午前１０時１３分 開会 

○門脇委員長 ただいまから、予算決算委員会を開会いたします。 
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 先ほどの本会議において、当委員会に付託されました議案第２号及び第３号の２件を一

括して議題といたします。 

 ２件の議案について、総括質問の通告はありませんでした。 

 分科会審査の担当部分については、お手元に配付しております予算決算委員会分科会審

査担当表のとおりといたします。 

 分科会審査のため、暫時休憩いたします。 

午前１０時１４分 休憩 

午後 １時２５分 再開 

○門脇委員長 それでは、予算決算委員会を再開いたします。 

 議案第２号及び第３号の２件の議案については、各分科会長から特段報告すべき事項は

なかったとの報告を受けております。 

 これより、討論に入ります。討論の通告がありますので、発言を許します。 

 又野委員。 

○又野委員（登壇） マスクを外させていただきます。日本共産党米子市議団の又野史朗

です。私は、議案第２号、令和３年度米子市一般会計補正予算補正第１３回に反対し、否

決をするよう求めて討論いたします。 

その理由は、米子駅南北自由通路等整備事業が含まれているからです。この事業につい

ては、１２月議会で約１３億円増額するという補正予算が提案され、日本共産党米子市議

団は反対をいたしました。この事業については、事業費が高いのではないか、ＪＲへの補

償費が高いのではないかなど、市民の間でも議論になり、なかなか前に進まなかった事業

について、約１３億円も増額するということについては、再度、市民の皆さんにも納得し

ていただく必要があります。一旦工事を中断してでも、増額について広く市民に対し十分

に情報提供し、市民的な議論を得てから判断するべきであるとの考えは変わりません。そ

して、その増額の大きな理由となった工法変更については、事業を早く進めようと予備設

計で始めてしまったということ。もう１つ、大きな理由であるＪＲへの補償となる減耗費

についても、早く何とかしたいという思いから十分な協議をせず継続協議としてしまい、

今になって補償することにしたこと、これらの取扱いについては、市民に情報提供し、市

民的な議論を得る必要があったと考えます。 

また、今回の補正予算には、コロナ禍で苦しむ事業者への直接支援が足りないと考えま

す。事業運営に大きな影響を受けている市内飲食店を支援するための、市民を対象とした

飲食店割引、もっとよなごを元気に！飲食店応援事業はありますが、これは市民の皆さん

に飲食店をもっと利用してくださいというものであり、コロナ感染が落ち着いてから実施

になる事業です。県や国の直接支援があるとのことですが、コロナの感染急拡大のため外

出自粛要請が出され、市民自らも外出自粛、行動自粛している状況です。既に事業者の多

くは長引くコロナの影響で事業を続ける体力が奪われています。地元の事業者に対して米

子市もいち早く支援する姿を見せることによって、頑張って続けていこうと思われるので

はないでしょうか。米子市としても、緊急に収入が落ち込んでいる事業者への直接支援を

する必要があると考えます。 

 これらの理由により、同補正予算案については反対をいたします。 
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 以上で、討論を終わります。委員の皆様、よろしくお願いいたします。 

○門脇委員長 以上で、通告による討論は終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

 ほかにないものと認め、討論を終結いたします。 

これより、２件の議案を順次採決いたします。 

初めに、議案第３号、令和３年度米子市下水道事業会計補正予算補正第３回を採決いた

します。本件について、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と声あり〕 

○門脇委員長 御異議なしと認めます。よって、本件は、原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

次に、議案第２号、令和３年度米子市一般会計補正予算補正第１３回を採決いたします。

本件について、原案のとおり可決することに賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立…安達委員、伊藤委員、稲田委員、今城委員、岩﨑委員、遠藤委員、岡田委

員、奥岩委員、尾沢委員、田村委員、戸田委員、中田委員、前原委員、三鴨委員、森谷

委員、安田委員、矢田貝委員、渡辺委員〕 

○門脇委員長 起立多数であります。よって、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案の審査は終了いたしました。 

 これをもちまして、予算決算委員会を閉会いたします。 

午後１時３１分 閉会 

 

米子市議会委員会条例第２９条第１項の規定により署名する。  

 

予算決算委員長 門 脇 一 男 


